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令和５年(2023 年) 5 月 16 日 

R5-2 

バルク乳検査（酪農生産性向上対策事業）が始まります 

生産者団体と協力して実施しているバルク乳検査（細菌検査と牛ウ

イルス性下痢ウイルス遺伝子検査）について、今年度第１回目の採材

を５月下旬～６月上旬に行いますのでご協力をお願いします。 

日程の詳細は JA北信畜産酪農営農センターからお知らせします。 

消毒は伝染病予防の第一歩 
 

✔健康な牛への感染を防ぐため、体細胞数の高い牛や乳房炎の

牛は最後に搾乳しましょう。 

✔素手にはたくさんの菌が付着しています。搾乳手袋を着用し、こ

まめに消毒しましょう。 

✔乳房炎原因細菌を拡散させることになるので、前搾り乳を床や尿

溝に捨てるのは止めましょう。 

✔乳頭清拭に使用するタオルは１頭１布以上用意し、使用前のタオ
ルと使用済みのタオルが接触しないようにしましょう。 

✔ポストディッピング後は、効果を高めるため、給餌をする等、牛を 30

分以上立たせる工夫をしましょう。                     
 

今一度搾乳手技を確認しましょう 


